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さらには冷戦構造などの広い国際関係の中で捉える視点を段階的に育てる必要がある。その際には、今の子ど

もたちの視点から出発し、当時の社会状況や現在の位置付けについて思考をめぐらしていくことが必要であろ

う。現在の子どもの気づきや問いを足場とし、連続的な思考を育むことが求められる。②では、子どもはどう

にかして、共生できないかという可能性を直感的に問いかけているが、そこに至る過程では必然的に葛藤や矛

盾を経験する。この解決の難しさを抱え続けること自体を、相互理解の学習の一部として位置づけ、不確実さ

を含む学びを継続的に保障することが求められる。単に解決の方法について議論を進めていくのではなく、解

決の難しさを難しいまま捉え、複雑な構図を複雑なまま捉えていくことが重要である。その複雑さが実際の社

会であり、解決しきれない問題があるからこそ、考え続ける子どもを育むことにもつながっていく。③情意的

理解と認知的理解の往還では、得能さん・トマソンさんの 2人のふるさとという思いに基づく共感と、国家間

交渉の現実を踏まえた理解とを往還させる授業デザインが必要である。子どもの共感的理解を出発点にしつ

つ、社会的事象を分析していきながら、そこに生きる人の生き方に共感していくことが必要になってくる。そ

こに生きる人に着目することで、双方の見え方から領土問題という社会的事象を見ることができる。一方だけ

では見えてこなかった事象をもう一方の側面から見ていくことで、多角的な視点で社会的事象を捉えていくこ

とができる。その見え方を通して子どもが思考を深め、自己の判断をする姿を育むことへと繋がっていく。④

シティズンシップ教育への可能性では、相互理解の学習は、将来の国際社会における協調や共生を考える市民

性の涵養と密接に関わっている。領土問題を遠い世界のこととして学ぶのではなく、自らが当事者として関わ

りうる社会的課題として捉え直す学習への発展が期待される。 

以上のように、相互理解の学びは 1度の授業で完結するものではなく、歴史的・国際的文脈を踏まえつつ、

子どもの共感的理解とその子なりの追究の往還を繰り返しながら深化していく営みとして捉える必要がある。

以上の成果と課題は、本研究の 1つの到達点であると同時に出発点でもある。今後もそこに生きる人に着目し

た社会科授業開発の可能性について、より一層研究を深めていきたい。 
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抄録：近年，総合的な学習の時間において，探究学習の研究がなされてきた。令和６年度の京都教育大学附

属京都小中学校では，総合的な学習の時間に取り入れている「エネルギー問題」につながるように，資質・

能力向上の授業の研究が進められてきた。本研究では，社会科の見方・考え方を，地理的分野をベースとし

て，多岐にわたって考察させることで，地域の課題を「他人事」としてとらえるのではなく，「自分事」とし

て捉えていくためのプロセスを得られた。これらは，今後，生徒の総合的な学習の時間及び探究活動におい

て，多角的に物事を見るということや，情報の正確性などの課題を見つけさせることにつながったと考える。 

 

キーワード：総合的な学習の時間，地域課題の在り方，京都市の観光課題 

Ⅰ．はじめに 

本単元は，令和６年度京都教育大学附属京都小中学校（以下，附属京都小中学校とする。）研究協議会に向け

て，京都市の地域課題を考えるなかで，「京都市の観光課題を考える」ことをテーマとして設定した単元である。

附属京都小中学校は，京都市北区に位置し，全市から公共交通機関を利用して通学している児童，生徒が在籍し

ており，本単元を貫く問いとして「京都市の地域課題」を考えさせた。 
小学校段階において，「自分たちの住んでいる市と比較しながら，それらの地域の特色を捉える」ことが設定

されており，附属京都小中学校では，「京都府内の伝統や文化と先人の働き」から，祇園祭などを取り上げ，社会

科の学習と総合的な学習の時間が連携されてきた。そのため，本単元では「京都市の人口減少」から「京都市の

観光課題」へと単元を通して京都市の地域課題を考えることを目的とした。そのことは，令和６年度の附属京都

小中学校８年生の総合的な学習の時間で行っている「エネルギー問題」について考える際，「無関心」から「他人

事」，「自分事」へと主体的な課題解決へとつながっていくものと考える。ひいては，京都市の財政や市政を考え

ていくことにつながり，「公民としての資質・能力」の向上に結びつき，「主権者として，持続可能な社会づくり

に向かう社会参画意識の涵養やよりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度の育成」へと

つながるように期待できると考える。 
京都市の観光課題として，一般には観光公害（オーバーツーリズム）が挙げられる。その解決策について，そ

れぞれに議論し合うミニディベート（ディベート型授業を生徒に分かりやすくするためにミニディベートと伝え

ている。以下，ミニディベートとする。）を進めていく。京都市の観光課題やその解決策の一例として，2024 年

6 月 1 日に始まった京都市バスの「観光特急」の是非や有効性，観光客によるゴミポイ捨て問題，落書き問題，

外国人旅行客用の料金設定，観光バスの路上滞留，観光客の分散化などを想定している。まずは，どのような課

題があるか，それに対して京都市はどのような対策をしているのかを調べ，それを基に，グループごとにミニデ

ィベートのテーマを設定させる。公共交通機関を利用して通学している児童，生徒にとっては，身近な課題とし

て感じることができ，親しみやすい課題であると考える。また，議論するために考えたことや相手への反駁を考

えることは，総合的な学習の時間でも目指している「対外的な発信」における「対話」を積極的に進めることに
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つながるといえるだろう。 
京都市の観光課題，なかでもオーバーツーリズムの問題は，喫緊の課題として長く注目されてきた。海外にお

いても同様の問題が指摘されており，観光都市・京都がいかに対策をしていくのかが，近年の焦点である。附属

京都小中学校は，京都市の中心部よりは，やや北に位置するが，全市から通学してくる児童，生徒にとっては，

通学の足となる市バスや地下鉄など，身近なところでオーバーツーリズムの課題に接していると考えられる。 
2021 年に発表された『京都観光振興計画 2025』を見ていると，「住んでよし，訪れてよし，働いてよし。歴史

や文化を希望にかえるまち 京都」と掲げており，「市民の暮らしの豊かさの向上，地域や社会の課題解決，ＳＤ

Ｇｓの達成に貢献し,感染症や災害などの様々な危機や環境問題に対応していく持続可能な観光」を，京都観光が

目指す姿」としている。また，「5 つの目指す姿の実現に向けた取組」の第１に「市民生活と観光の調和・豊かさ

の向上」を掲げる通り，「観光客による行動や観光事業者による事業活動が，地域の文化や習慣に配慮して行わ

れるとともに，観光が地域経済の活性化や地域文化の継承等に寄与する。また，市民が，観光による地域への貢

献を実感することなどで，観光客をあたたかく迎える機運が醸成される。」を目指す姿としている。そうした中，

推進体制・推進のしくみには，「オール京都での計画推進」があり，「京都観光に関わるすべての皆様が，お互い

を尊重しながら知恵と力を出し合ってともに取組を進め」ようとしており，大学・学生などとの連携も示唆され

ている。 
本時の題材として，京都市の観光課題を考えることは，地域の在り方を考える一助となり，今後，社会に巣立

っていく生徒たちが，社会や地域との関わりの一つのピースとして貢献できる姿を目的としている。 

Ⅱ．授業実践 

１ 日時： 2024 年 7 月初旬，2024 年 12 月中旬～2025 年 2 月初旬 
２ 学年： 京都教育大学附属京都小中学校 第８学年 ３クラス  
３ 単元： 京都市の観光課題 ～ 京都市の地域課題を考える ～ 
４ 単元の計画（全８時間） 
第１次「京都市の人口減少について考える」① 
第２次「京都市の人口減少について考える」② 
第３次「京都市の人口減少について考える」③ 
第４次「京都市の観光課題」①（冬休み課題を含む） 
第５次「京都市の観光課題」②（テーマ決めのための役割決め，準備） 
第６次「京都市の観光課題」③（議論を進めるための準備） 
第７次「京都市の観光課題」④（ミニディベート実施のための最終準備） 
第８次「京都市の観光課題」⑤（ミニディベート実施） 
５ 実践の概要 
本実践の概要は，下記の通りである。 
第１次から第３次については，「京都市の人口動態について」などの資料を用い，京都市の人口減少について

調べ，考えさせた。折しも，令和 6 年 2 月から新しい京都市長が就任し，京都市の「日本人人口」減少が止まら

ないなどのニュースが賑わせている時期でもあり，人口減少を食い止め，人口増加するにはどうすればいいかを

考えさせた。また，資料で調べた京都市が出している施策以外に，人口増加するにはどうすればいいかを，グル

ープで考えさせた。 
第４次では，京都市の観光課題をテーマとして，グループごとにミニディベートを行うための準備として，各

自でテーマを決め，各自で調べたことをまとめさせた。表１は，生徒に示した観光課題の例である。 
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つながるといえるだろう。 
京都市の観光課題，なかでもオーバーツーリズムの問題は，喫緊の課題として長く注目されてきた。海外にお

いても同様の問題が指摘されており，観光都市・京都がいかに対策をしていくのかが，近年の焦点である。附属

京都小中学校は，京都市の中心部よりは，やや北に位置するが，全市から通学してくる児童，生徒にとっては，

通学の足となる市バスや地下鉄など，身近なところでオーバーツーリズムの課題に接していると考えられる。 
2021 年に発表された『京都観光振興計画 2025』を見ていると，「住んでよし，訪れてよし，働いてよし。歴史

や文化を希望にかえるまち 京都」と掲げており，「市民の暮らしの豊かさの向上，地域や社会の課題解決，ＳＤ

Ｇｓの達成に貢献し,感染症や災害などの様々な危機や環境問題に対応していく持続可能な観光」を，京都観光が

目指す姿」としている。また，「5 つの目指す姿の実現に向けた取組」の第１に「市民生活と観光の調和・豊かさ

の向上」を掲げる通り，「観光客による行動や観光事業者による事業活動が，地域の文化や習慣に配慮して行わ

れるとともに，観光が地域経済の活性化や地域文化の継承等に寄与する。また，市民が，観光による地域への貢

献を実感することなどで，観光客をあたたかく迎える機運が醸成される。」を目指す姿としている。そうした中，

推進体制・推進のしくみには，「オール京都での計画推進」があり，「京都観光に関わるすべての皆様が，お互い

を尊重しながら知恵と力を出し合ってともに取組を進め」ようとしており，大学・学生などとの連携も示唆され

ている。 
本時の題材として，京都市の観光課題を考えることは，地域の在り方を考える一助となり，今後，社会に巣立

っていく生徒たちが，社会や地域との関わりの一つのピースとして貢献できる姿を目的としている。 

Ⅱ．授業実践 

１ 日時： 2024 年 7 月初旬，2024 年 12 月中旬～2025 年 2 月初旬 
２ 学年： 京都教育大学附属京都小中学校 第８学年 ３クラス  
３ 単元： 京都市の観光課題 ～ 京都市の地域課題を考える ～ 
４ 単元の計画（全８時間） 
第１次「京都市の人口減少について考える」① 
第２次「京都市の人口減少について考える」② 
第３次「京都市の人口減少について考える」③ 
第４次「京都市の観光課題」①（冬休み課題を含む） 
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第７次「京都市の観光課題」④（ミニディベート実施のための最終準備） 
第８次「京都市の観光課題」⑤（ミニディベート実施） 
５ 実践の概要 
本実践の概要は，下記の通りである。 
第１次から第３次については，「京都市の人口動態について」などの資料を用い，京都市の人口減少について

調べ，考えさせた。折しも，令和 6 年 2 月から新しい京都市長が就任し，京都市の「日本人人口」減少が止まら

ないなどのニュースが賑わせている時期でもあり，人口減少を食い止め，人口増加するにはどうすればいいかを

考えさせた。また，資料で調べた京都市が出している施策以外に，人口増加するにはどうすればいいかを，グル

ープで考えさせた。 
第４次では，京都市の観光課題をテーマとして，グループごとにミニディベートを行うための準備として，各

自でテーマを決め，各自で調べたことをまとめさせた。表１は，生徒に示した観光課題の例である。 
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・観光客の分散化（例：時間の分散化・・・朝や夜の時間帯における魅力を発信し，日中の混雑緩和）

・外国人観光客等へのマナー啓発の取組等について（舞妓さんの無断撮影禁止，路上喫煙禁止など）

・伏見稲荷大社付近の交通規制

・京都市バスの観光特急（市民が快適に乗れないバス）

・観光地のごみのポイ捨て（エコバックの持参など）

・嵯峨嵐山の竹林や文化財への落書き（文化遺産の保護など）

表１ 生徒に提示した観光課題の例

第５次と第６次では，ミニディベートの役割を決め，各自でまとめたものをグループ内で発表し，また自クラ

スや他クラスの生徒が調べたものを取材するという形で情報を集めさせた。図１のように，各グループでの役割

を決め，討論日当日に欠席が出た場合は，順次交代して議論できるための準備をさせた。その際，全員が司会者

（ファシリテーター）となることを目標とすることを伝え，その前段階として討論者は一人で考えるのではなく，

必ず協力する審査員や司会者との対話を通して，立論することを伝えた。

図１ ミニディベートの役割（５人班想定）

第７次では，ミニディベートの最終局面として，準備を進めさせた。その際，第６次の授業後に発表された「観

光特急バス」の運行による効果の検証結果や新聞記事を紹介して，議論を深める指示をした。また，授業の最後

に，司会者は論題と途中経過を報告させた。第８次で，ミニディベートの実施という展開を行った。

以上が，本単元の実践の概要である。なお，令和６年度の附属京都小中学校の研究協議会では，第７次の授業

を実践した。

Ⅲ．授業実践からの考察

本実践を通して得られた成果は，次の通りである。

附属京都小中学校は，全市から公共交通機関を利用して通学している児童，生徒が在籍しており，「京都市の

地域課題」や「オーバーツーリズム」，「観光客のマナー」などの問題を身近なテーマとして関心を持ちやすい点

であったということである。

「京都市の人口減少について考える」の授業では，資料で調べた京都市が出している施策以外に，人口増加す

るにはどうすればいいかを話し合わせた結果，図２のように，若者世代の増加や学生の街「京都」に注目して，
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図２ 京都市の人口減少を食い止め，人口増加するにはどうすればいいのか 

 
同じようなことは，「京都市の観光課題」について，各自で調べさせ，まとめさせた時にもあらわれていると

いえる（図３）。特に，２０２４年６月に運行が開始された「観光特急バス」に注目する生徒が多かったことから

も見てとれる。公共交通機関を利用して通学している児童，生徒が多いため，肌身で実感しやすいテーマだった

と考える。そのことは，３クラス全１８班のうち，６班が議題のテーマに選んでいたことからも関心の高さが分

かる。また，「観光都市・京都」で生活しているからこそ現実問題として，もしくは当事者としての京都市の観光

課題について関心が高いことは，表２に示したように，各グループの議題のテーマからも見てとれよう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ 京都市の観光課題として，生徒がまとめたものの例（冬休み課題） 

・観光特急を推進するべきか。 

・観光特急バス，土日祝のみ運行は良いのか？ 

・観光特急を増やすか，現状維持か。 

・バス１日乗車券から，地下鉄・バス１日券になった 

が必要か。 

・観光客を呼び込むかどうか。 

・ごみ箱を増やすかどうか。 

・観光客による混雑の対策として，スタンプラリーの 

実施は良いか。 

・空き家を観光客のために利用すべきか。 

・観光客の分散化を進めるために，観光プランを増や 

すべきか。 

・ポスター・看板によるマナー啓発は増設するべきか。 

・観光税は必要か。 

表２ 各グループの議論のテーマの例 
 
このように，身近な京都市について考え，議論の題材としてきたことは，地域の課題を考察し，社会参画の視

点を取り入れることができると考える。単に地理的分野のとどまることなく，社会や地域に参画していく態度を

育むことにつながったと考える。また，公民的分野を学習していない段階の生徒であっても，現状を知るという

点では大いに役立ったといえよう。そこに，公民的分野で学ぶということで，知識が上書きされ，より生徒の資

質・能力の基礎の発展が望めると考える。 
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 総合的な学習につなげる地域課題の在り方についての授業実践 5 

また，総合的な学習の時間の探究活動とのつながりに関して言えば，他者の意見を取り入れることを意識させ

ることができたことが成果として挙げられよう。他者の意見に耳を傾け，自分の考えにもつなげる，対話を通し

て立論していく方法は，地域の在り方としての「京都市の観光課題」について，より探究する力に一定程度の成

果があったと感じる。そのことは，図４に示したような，「観光特急バスを推進するか」の議論にある，「休日だ

けの運行だけ良いのか」，「平日の混雑はどうするのか」や「ゴミ箱を増やすべきかどうか」の議論にある，「ポイ

捨て防止の抑止にゴミ箱を増やすことは必要かどうか」にあるように，より身近な話題を，生徒自身が自分事と

してとらえることにつながったと考える。総合的な学習の時間の目標の一つである横断的で総合的な探究活動に

も，一定程度の成果につながったと考える。 
 

 

 

図４ ミニディベートの際のメモの一例 
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さて，附属京都小中学校の総合的な学習の時間で目指している「対外的な発信」における「対話」を積極的に

進めるためには，まずは自分たちの住んでいる地域の地域課題に目を向けることが必要であると考えた。表３に

示した通り，その第一歩として本単元を設定したことは，生徒自身が論題を設定するときに起こる難しさと，身

近な話題であるからこそ，デメリットは思い付きやすいことがわかった。それは，附属京都小中学校が総合的な

学習の時間で取り組んでいる「エネルギー問題」について探究するときにも，起こりうることであると考える。

また，資料や情報の正確性や，Google 検索の結果に依拠し過ぎていることは，課題として残った。研究協議会後

のアンケートに「データに依拠したり，出典の正確性を検討したりすべきであると思います。」というご意見を

いただいた通り，情報のリテラシーなどをどのように指導すべきなのかは，どの学校でも検討しなければならな

い内容だと考えられる。そのことは，総合的な学習の時間の中での「探究」活動にも同じことだと考える。表３

にもあるように，「データだけではどうしてもカバーしきれない部分もあるので，色々な経験を積む」ことが，

今後の彼らの探究活動につながると期待したい。 
 
・賛成派のほうが圧倒的に有利だと思ったが，考えてみると反対意見も出てきて，とても意義のあるディベー

トになったと思う。ただ，データ不足であり決定打に欠けていた感じがあった。しっかりと練られているか

ら，あとは，根拠となるデータを探してくることが課題だと感じた。 

・肯定派も否定派も多数いるような，お題を決めるのが難しかった。最初は自分の意見に納得していたけれ

ど，違う意見の人からの考えを聞くことによって，自分の意見の課題点も見つかり，お題について意見を深め

ることができた。また，最終的にはどちら側の意見か迷うくらいディベートの内容をいいものにすることがで

きた。今回，ミニディベートをやって，意見と反駁や質問をすることで，京都の観光問題についてしっかりと

考えることができてよかった。 

・自分たちは，観光特急バスに賛成か反対かというテーマだったが，デメリットを探すのは思ったより簡単だ

けど，肯定派になってメリットを探すのは結構大変だった。デメリットに対する反論を，色々な資料を読んだ

り探したりして細かな数字を用いて反論していくのは面白かった。相手が出すと考えられるデメリットを予

想して反論を考えるのは思考力も鍛えられるし良かったと思う。 

・様々なパターンの反駁や意見を用意しておくのはもちろんのこと，データだけではどうしてもカバーしきれ

ない部分もあるので，色々な経験を積むことでもっと多角的な討論になるのでは無いかと考えた。 

表３ 第８次の授業後に行ったミニディベートを行ってみての生徒のふりかえりⅠ 

 
これまでの総合的な学習の時間のグループ活動でも，力量のある生徒にグループの意見が依拠してしまう傾向

があった。それが，表３にもあるように，「相手が出すと考えられるデメリットを予想して反論を考えるのは思

考力も鍛えられる」ということが，総合的な学習の時間にも発揮されれば良いと考える。その点では，授業者の

意図したことは総合的な学習の時間につなげる資質・能力を向上させることに，一定程度の成果があったと考え

る。 
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・ミニディベートを行う中で，肯定派と否定派それぞれの視点を聞くことができて，非常に興味深かったで

す。意見が対立する中でも，互いに自分の主張を論理的に展開する姿勢が印象的でした。また，司会としては，

ディベートが円滑に進むように進行するのが重要だと感じました。時には意見が激しく交わることもありま

すが，それを整理して両者に発言の機会を平等に与えることが大切だと思いました。全体として，ディベート

を通じて多角的な視点を得られる貴重な体験だったと思いますし，自分自身も司会として学びが多かったと

感じました。 

・オーバーツーリズムを解決するのは難しいけど，少しはバスの活用方法を班で話し合うことで，京都市が何

を改善するために，どんな解決方法を実践しているのか詳しく知ることができた。自分が思っているよりもど

んな対策を取っているか知らなかったので，それを知る良い機会になった。この時間のみだけでなく，これか

らも自分から調べてみようと思った。 

表４ 第８次の授業後に行ったミニディベートを行ってみての生徒のふりかえりⅡ 
 
本単元を実践してみて，表４に示したように，地域の課題を「他人事」としてとらえるのではなく，「自分事」

として捉えていくための一助になったかと考える。多角的な視点を持つことの大切さや，今後も京都市や地域社

会に目を向けることが，公民的な資質・能力の向上につなげることになったのではないかと考える。令和６年度

の附属京都小中学校８年生の総合的な学習の時間でも，「エネルギー問題」を「他人事」ではなく「自分事」とし

てとらえて，探究活動をしてきた。今後の彼らの人生において，幅広い豊かな知見を持つとともに，他者の意見

にも耳を傾けつつ，自分の考えをもつことへの一助になれば幸いである。 
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